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て権威を有するようになるというこ

とである。「10人いれば10通りの読

み方がある」というような教えは、

聖書信仰からは遠く外れている。聖

書を正しく解釈するためには、解釈

学の学びが必要である。ハーベスト・

タイム・ミニストリーズは、聖書の

比喩的解釈を排除し、字義通りの解

釈を主張する。字義通りの解釈とは、

最も自然な解釈であり、著者の意図

を探る解釈である。それは、「歴史的・

文法的解釈」とも呼ばれる。

3.ヘブル的解釈
聖句には、難解なものから容易な

ものまで、難易度が異なるものがあ

る。難しいものから順に難易度A、B、

Cとしてみよう。①難易度Aの聖句

は、当時のヘブル的背景（用語の意

味、習慣など）を知らないと、解釈

が間違ってしまうものである。②難

易度Bの聖句は、そのまま読んでも

ある程度分かるが、ヘブル的背景に

関する理解があると、さらに鮮明に

理解できるものである。③難易度C

の聖句は、そのまま読んで理解でき

るものである。最後のCに関しては、

ヘブル的読み方を意識しなくても、

その意味がほぼ理解できるはずであ

　2018年10月、ハーベスト・タイ

ム・ミニストリーズは、『日本の教会

に忍び寄る危険なムーブメント－

NARに関する警鐘を鳴らす』（ウィ

リアム・ウッド著）を出版した。ウッ

ド氏は、その本の「まえがき」でこ

う記しておられる。

「…その問題点や危険性を指摘す

る日本語の情報は皆無だった。そこ

で、アメリカから数十冊の本を取り

寄せて、本格的な研究を開始したの

だ。…それらを読んで行くうちに、

長年のカルト研究の中で、初めて怖

さを感じた。今まで見て来たグルー

プの中で、最も危険なものだという

思いさえした」

　筆者は、ウッド氏と問題意識を共

有するものである。もっと言えば、

日本だけでなく、世界各地におい

て、キリスト教が変質しつつあるこ

とに危惧を抱いている。私たちは、

次の世代にどのようなキリスト教信

仰を残そうとしているのか。このま

ま行けば、聖書信仰は崩壊してしま

うのではないか。いわゆる「繁栄の

神学」は、聖書を「成功哲学の手引

き書」のレベルにまで引き下げてし

まった。苦難の意味を見失ったキリ

スト教は、最早聖書的キリスト教と

は言えない。ウッド氏の本が問題に

している「使徒と預言者の回復運

動」もまた、聖書信仰に対する脅威

である。ちなみに、NARとは「New 

Apostolic Reformation」（新使徒的

宗教改革）の略である。

　このような霊的時代背景の中で、

ハーベスト・タイム・ミニストリー

ズ は、 自 分 た ち の 働 き の 土 台 と

なっているものを再確認させられ

ている。

1.聖書は誤りなき神のことば
「聖書はすべて、神の霊感による

もので、教えと戒めと矯正と義の訓

練とのために有益です」（2テモ3：

16）。聖書に対する全幅の信頼がな

いなら、聖書的キリスト教は成り立

たない。①啓示は、神が伝えるメッ

セージの内容である。②霊感は、神

が啓示を与える方法で、「神の息が

吹き込まれた」という意味である。

③啓示の最終的な形が聖書である。

④啓示を与える方は、聖霊である。

2.字義通りの解釈
　「聖書のみ」は、宗教改革の原則

のひとつであるが、ここで覚えたい

のは、聖書は正しく解釈されて初め

ハーベスト・タイム・ミニストリーズ代表

　中 川 健 一

ハーベスト・タイム・
      ミニストリーズの主張

（ｐ2へ続く）
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「日本と世界にリバイバル」のために神様が2011年11月に「東京

プレヤーセンター」（TPC） を設立されました。

活動目的は次の通りです。

　（１） 閉塞感のある日本のキリスト教会に元気を与える

　（２） 毎日、礼拝を捧げ、祈り会をおこなう

　（３） 超教派として活動する

　（４） 伝道、学びなどのために貸室を提供する

　このようなミッションの元、神様は毎日の「お昼の礼拝」と「朝夕

の祈り会」を導いて下さっています。

　「お昼の礼拝」は、教団、教派を超えた教職者、そして、宣教に重

荷をもった信徒の方々が日替わりでメッセージを担当して下さってお

り、７年経過時点で女性100人を含め500人を超えました。TPCの

講壇はすべてのクリスチャンのために用意されていると強く思わされ

ています。

　そして、「朝夕の祈り会」に加えて、「祈りの学校」、「御茶ノ水朝祷

会」も始まりました。

 TPCは教会員制度をとっていません。出入りは全く自由です。あな

たも、是非一度、お気軽にTPCにお越し下さい。

伝団協　最近の動き 伝団協　団体紹介
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祈りの学校

東京プレヤーセンター

〒101-0062　東京都千代田区神田駿河台2-1

OCCビル404号　TEL＆FAX: 03-5577-6365

（巻頭言 p1から続く）

る。結局のところ、ヘブル的解釈と

は、特別な読み方をすることではな

く、字義通りの解釈を実践すること

なのである。

4.聖霊の働き
人に聖書を理解させる力は、聖霊

から来る。聖霊は、啓示されたみこ

とばを通して働かれる。つまり、聖

霊はみことばとは無関係に、あるい

は、みことばを超越して働かれるわ

けではないということである。それ

ゆえ、聖霊の働きに期待する者は、

みことばの解き明かしと伝達に心

血を注ぐ必要がある。主観的キリ

スト教も体験主義的キリスト教も、

やがては廃れていくことを知るべ

きである。

インターネット空間には、ありと

あらゆるおかしげな教えが充ち満ち

ている。ハーベスト・タイム・ミニ

ストリーズが提供している「まじめ

な」聖書講解メッセージは、まさに

大海の一滴のようなものである。し

かし、2019年3月のダウンロード

数は、537,868件となった。神は、

御自身の御声を聞き分ける人たちを

確実に集めておられる。ハーベスト・

タイム・ミニストリーズは、今後と

も、「聖書研究から日本の霊的覚醒

（目覚め）が」をモットーに前進す

るつもりである。お祈りに覚えてい

ただけるなら、感謝である。

　

伝
道
団
体
連
絡
協
議
会
が
誕
生
し
て
か
な
り
の
年
月

が
た
ち
ま
し
た
。当
時
は
J
E
A
の
会
合
が
あ
っ
て
も
、

「
教
会
」
中
心
で
伝
団
（
伝
道
団
体
）
は
附
属
品
の
様

で
し
た
。

　

当
時
の
指
導
者
の
方
々
が
、
伝
道
・
宣
教
の
働
き
は
、

教
会
と
伝
団
の
協
力
に
よ
っ
て
進
め
て
い
く
、
ま
さ
に

車
の
両
輪
の
よ
う
な
も
の
。
伝
団
の
存
在
意
義
を
汲
み

取
っ
て
、
協
力
し
あ
っ
て
い
く
べ
き
で
し
ょ
う
と
勧
め

て
く
だ
さ
り
、
J
E
A
の
中
で
「
協
力
団
体
」
と
い
う

位
置
づ
け
を
取
り
付
け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
　
　

　

し
か
し
、
総
会
な
ど
で
の
投
票
は
、
教
会
・
教
団
の

１
票
は
そ
れ
な
り
の
価
値
を
持
っ
て
い
ま
す
が
、
伝
団

の
場
合
は
3
団
体
の
投
票
が
、
教
会
の
１
票
と
数
え
ら

れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
で
も
存
在
意
義
を
認
め
て
く
だ

さ
っ
て
い
る
の
で
感
謝
で
す
。

　
　
　

　

伝
団
協
を
始
め
た
時
に
は
約
50
団
体
が
加
盟
し
て
く

だ
さ
っ
て
い
ま
し
た
。
で
も
現
在
は
30
団
体
ぐ
ら
い
に

な
り
ま
し
た
。
伝
団
の
存
在
意
義
を
も
っ
と
よ
く
知
っ

て
い
た
だ
く
た
め
に
、
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
し
ま

し
た
。
各
団
体
の
紹
介
や
商
品
の
販
売
、
楽
し
い
催
し

物
を
企
画
し
て
開
催
し
ま
し
た
。
ず
っ
と
O
C
C
で
継

続
し
て
き
た
の
で
す
が
、
周
辺
地
域
で
も
開
催
し
よ
う

と
高
座
教
会
に
会
場
を
移
し
た
り
、
公
の
施
設
を
お
借

り
し
て
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

　

機
関
紙
「
協
力
」
を
発
行
し
た
り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
開
設
し
て
き
ま
し
た
。
伝
団
加
盟
団
体
は
、
そ
れ
ぞ

れ
が
機
関
紙
を
発
行
し
た
り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
情
報

を
提
供
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ば
か
り
で
は

な
く
、
大
衆
伝
道
が
行
わ
れ
る
と
き
に
は
、
伝
団
協
加

盟
団
体
が
い
ろ
い
ろ
な
形
態
で
協
力
し
、
大
会
を
盛
り

上
げ
て
き
ま
し
た
。

　

最
近
の
キ
リ
ス
ト
教
界
の
動
き
を
見
る
と
、
教
会
の

数
が
減
っ
て
き
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
各
教
会
で
の
集
会

出
席
者
数
が
減
っ
て
き
て
い
ま
す
。
教
会
が
閉
鎖
さ
れ

た
り
、
合
併
し
て
い
ま
す
。
教
職
（
牧
師
・
伝
道
師
）

の
数
も
減
り
、
高
齢
の
牧
師
が
継
続
し
て
教
会
維
持
、

宣
教
の
働
き
を
保
持
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
情
況

の
中
で
、
伝
団
も
同
じ
よ
う
な
様
相
を
呈
し
て
き
て
い

ま
す
。

　

最
近
の
伝
団
協
役
員
会
で
は
、
2
0
0
0
年
の
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
の
た
め
に
「
伝
団
紹
介
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
」

を
作
成
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
習
っ
て
、
私
た
ち
の
存
在

を
、
ま
ず
教
職
の
方
々
に
、
さ
ら
に
各
教
会
の
役
員
の

方
々
に
、
さ
ら
に
輪
を
広
げ
て
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
の
方
々

に
知
っ
て
い
た
だ
こ
う
と
企
画
・
準
備
を
し
て
い
ま
す
。

　

各
団
体
の
皆
さ
ん
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成
担
当
者
か

ら
、
原
稿
や
写
真
の
依
頼
が
行
く
と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
協
力
く
だ
さ
い
。
各
団
体
も
ス
タ
ッ
フ
の
削
減
や
財

政
の
困
難
か
ら
で
し
ょ
う
か
、
今
回
の
「
協
力
」
発
行

の
た
め
に
原
稿
を
お
願
い
し
ま
し
た
が
、
ご
く
限
ら
れ

た
団
体
か
ら
し
か
原
稿
が
届
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
の
た
め
に
は
全
加
盟
団
体
を
紹
介
し
た
い
と

願
っ
て
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
原
稿
・
写
真
を
送
っ

て
く
だ
さ
い
。
以
前
の
よ
う
な
小
冊
子
で
は
な
く
、
簡

単
な
も
の
に
し
よ
う
と
企
画
中
。
A
5
サ
イ
ズ
、
フ
ル

カ
ラ
ー
、
16
頁
、
中
綴
じ
で
作
成
し
、
3
0
0
0
部
印

刷
す
る
予
定
で
す
。
加
盟
団
体
の
み
な
さ
ん
、
よ
ろ
し

く
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

日
本
の
人
口
を
初
め
、
あ
ら
ゆ
る
業
界
や
政
治
、
経

済
、
教
育
な
ど
の
面
で
も
、
消
極
的
な
雰
囲
気
が
漂
っ

て
い
ま
す
。

　

そ
の
流
れ
の
中
で
、
伝
団
も
津
波
に
巻
き
込
ま
れ
る

よ
う
に
流
さ
れ
て
い
か
な
い
よ
う

に
、
主
に
導
き
を
請
い
、
憐
れ
み

を
求
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
私
た

ち
に
託
さ
れ
て
い
る
尊
い
使
命
を

果
た
し
て
い
け
る
よ
う
、
心
を
合

わ
せ
ま
し
ょ
う
。

伝
道
団
体
連
絡
協
議
会
の
最
近
の
動
き

伝
団
協 

会
長
　
姫
井
雅
夫
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伝団協　加盟団体の近況・祈りの課題

近況&
祈りの
課題
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助
け
と
知
恵
が
あ
た
え
ら
れ
ま

す
よ
う
に
。

福
音
ネ
ッ
ト
伝
道
協
力
会

(1）
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信
伝

道
番
組
「
こ
の
指
と
ま
れ
」
が
、

世
界
の
人
々
に
聴
か
れ
る
よ

う
に
。

(2）
５
大
コ
ン
テ
ン
ツ
の
充
実
：

①
「
こ
の
指
ド
ラ
マ
館
」

②
新
約
聖
書
ド
ラ
マ
「
イ
エ

ス
に
出
会
っ
た
人
々
」

③
旧
約
聖
書
ド
ラ
マ
「
神
を

見
た
人
々
」

④
日
本
語
版
「
解
き
放
た
れ

た
人
生
！
」

⑤
聖
書
・
名
作
朗
読 B

iblica 

Yo
u versio

n LB

新
旧
約
。

(3)
同
労
者
（
出
演
者
）
現
在

９
人
（
男
性
５
人
、女
性
４
人
）

感
謝
。
更
に
参
加
を
。

(4)
伝
団
協
の
他
の
伝
道
団
体

と
、
宣
教
協
力
が
で
き
る
よ

う
に
。

ユ
ー
ス
・
ウ
ィ
ズ
・
ア
・

ミ
ッ
シ
ョ
ン

●
神
の
時
を
迎
え
て
い
る
日

本
が
、
主
の
名
の
下
に
立
ち

上
が
り
、
主
の
御
心
を
行
う

者
と
し
て
遣
わ
さ
れ
る
よ
う

に
。
そ
の
た
め
に
Y
W
A
M

の
訓
練
や
働
き
に
よ
っ
て
仕

え
る
事
が
で
き
る
よ
う
に
。

●
多
く
の
国
が
日
本
に
注
目

③
イ
ン
ド
向
け
マ
ン
ガ
聖
書（
ヒ

ン
デ
ィ
ー
語
）の
必
要
が
満
た

さ
れ
る
よ
う
に（
55
万
5
千
冊
）

④
印
刷
機
へ
の
十
分
な
整
備
が

行
き
渡
る
よ
う
に
。

太
平
洋
放
送
協
会

●
神
様
の
愛
と
希
望
を
わ
か
り

や
す
く
伝
え
る
福
音
番
組
を
制

作
し
提
供
す
る
こ
と
を
通
し

て
、
福
音
主
義
に
立
つ
す
べ
て

の
教
会
に
仕
え
、
主
に
栄
光
を

帰
す
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
う

に
。

●
放
送
を
通
し
て
で
な
け
れ
ば

福
音
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
な

い
方
々
に
、
福
音
が
届
け
ら
れ

ま
す
よ
う
に
。

●
３
Ｄ
聖
書
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ

ン
『
ス
ー
パ
ー
ブ
ッ
ク
』
シ
ー

ズ
ン
２
が
用
い
ら
れ
ま
す
よ
う

に
。

http://w
w

w
.superbook.m

e/

お
茶
ノ
水
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・

セ
ン
タ
ー

●
２
０
１
９
年
、
Ｏ
Ｃ
Ｃ
70
周

年
を
迎
え
ま
し
た
。
Ｏ
Ｃ
Ｃ
館

内
に
あ
る
団
体
と
協
力
し
、
関

係
を
強
め
一
致
し
て
宣
教
し
て

い
け
ま
す
よ
う
に
。

●
約
40
年
間
継
続
し
て
き
ま
し

た
Ｏ
Ｃ
Ｃ
フ
ラ
イ
デ
ー
ナ
イ
ト

が
７
月
か
ら
隔
週
に
開
催
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
神
様
の

な
る
様
に
。

②
日
本
中
の
牧
師
さ
ん
が
Ｔ

Ｐ
Ｃ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
奉
仕
に
用

い
ら
れ
る
様
に
。

③
女
性
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
が

１
０
０
名
に
な
る
様
に
。

④
礼
拝
、
祈
り
会
に
多
く
の
方

が
参
加
で
き
る
様
に
。

ク
リ
ス
チ
ャ
ン
文
書
伝
道
団

 

長
年
の
出
版
不
況
か
ら
の
影

響
が
大
き
く
、
働
き
を
続
け
る

に
は
困
難
な
状
況
で
す
。ま
た
、

働
き
人
の
高
齢
化
、
規
模
縮
小

な
ど
課
題
は
多
く
あ
り
ま
す
。

主
か
ら
豊
か
な
知
恵
と
力
が
与

え
ら
れ
、
こ
の
状
況
を
少
し
で

も
変
革
で
き
る
よ
う
に
お
祈
り

く
だ
さ
い
。

新
生
宣
教
団

①
世
界
の
迫
害
下
に
い
る
兄
弟

姉
妹
の
安
全
と
教
会
活
動
が
守

ら
れ
る
よ
う
に
。

②
中
国
語
聖
書
の
定
期
的
な
供

給
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
。（
日

本
国
内
で
の
配
布
実
施
中
！
）

日
本
聖
書
協
会

①
昨
年
12
月
に
出
版
さ
れ
た

「
聖
書
協
会
共
同
訳
」
が
礼
拝

と
伝
道
に
多
く
用
い
ら
れ
、
救

霊
に
役
立
つ
も
の
に
な
り
ま
す

よ
う
に
。

②
「
聖
書
協
会
共
同
訳
」
の
点

字
聖
書
製
作
が
祝
さ
れ
、
多
く

の
方
に
支
え
ら
れ
ま
す
よ
う

に
。

③
ニ
ュ
ー
ス
サ
イ
ト
「
ク
リ

ス
チ
ャ
ン
プ
レ
ス
」
が
広
く
用

い
ら
れ
、
伝
道
に
貢
献
す
る
メ

デ
ィ
ア
と
し
て
成
長
し
ま
す
よ

う
に
。

総
動
員
伝
道

①
５
月
の
新
潟
県
佐
渡
で
の
ト

ラ
ク
ト
配
布
伝
道
の
た
め
。

②
９
月
の
鎌
倉
街
道
歩
い
て
伝

道
が
主
に
用
い
ら
れ
る
よ
う

に
。東

京
プ
レ
ヤ
ー
セ
ン
タ
ー

①
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
が
も
っ
と

聖
霊
様
に
満
た
さ
れ
て
元
気
に

し
、
た
く
さ
ん
の
宣
教
チ
ー

ム
が
派
遣
さ
れ
て
き
て
い
ま

す
。
し
か
し
働
き
人
が
ま
だ

少
な
い
の
で
、
そ
れ
を
受
け

入
れ
る
だ
け
で
も
大
変
で
す
。

収
穫
の
た
め
に
働
き
手
が
送

ら
れ
て
く
る
よ
う
に
。

日
本
キ
リ
ス
ト
伝
道
会

●
日
本
と
世
界
に
リ
バ
イ
バ

ル
を
！

●
7
月
30
、31
日
の
「
幻
の
会
」

「
青
年
と
共
に
ビ
ジ
ョ
ン
を
」

が
祝
さ
れ
ま
す
よ
う
に
。

第
35
回 

伝
道
団
体
連
絡
協
議
会 

総
会
の
報
告

2
0
1
9
年
4
月
23
日　

午
前
11
時
～
午
後
2
時

於
：
Ｏ
Ｃ
Ｃ 

4
1
6
号
室

　

出
席
団
体
は
Ｏ
Ｃ
Ｃ
、
総
動
員
伝
道
、
太
平
洋
放
送
協

会
、
小
さ
な
い
の
ち
を
守
る
会
、
東
京
プ
レ
ヤ
ー
セ
ン

タ
ー
、
日
本
キ
リ
ス
ト
伝
道
会
、
ハ
ン
ガ
ー
ゼ
ロ
、
日
本

聖
書
協
会
、
福
音
ネ
ッ
ト
伝
道
協
力
会
、
Ｙ
Ｗ
Ａ
Ｍ
、
以

上
10
団
体
。

　

開
会
礼
拝
で
は
会
長
の
姫
井
師
が
2
テ
モ
テ
4
：
１

－

５
か
ら
「
時
が
良
く
て
も
悪
く
て
も
、
み
こ
と
ば
を
伝
え

よ
う
」
と
奨
励
さ
れ
ま
し
た
。

　

2
0
1
8
年
度
の
活
動
報
告
、
会
計
報
告
が
な
さ
れ
、

役
員
の
改
選
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
2
年
任
期
制
で
す
が
、

会
長
姫
井
師
、
総
務
高
橋
姉
、
書
記
未
定
、
広
報
和
気

兄
、
会
計
小
川
兄
。
書
記
の
選
択
が
出
来
ず
こ
れ
か
ら
交

渉
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
2
0
1
9
年
度
の
活
動
計

画
案
、
予
算
案
も
承
認
さ
れ
ま

し
た
。
閉
会
祈
祷
辻
岡
師
を
も
っ

て
終
了
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
昼
食
を
取
り
な
が

ら
、
三
浦
姉
の
賛
美
と
証
の
と

き
を
持
ち
、
自
由
歓
談
と
各
団

体
の
近
況
を
報
告
し
て
会
合
を

閉
じ
ま
し
た
。


